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4，9 プ ラ ズ マ 基礎 ・応 用

　本 ポ ス タ ーセ ッ シ ョ ン で は24件 の 発表 が あ っ た．こ の 内，15件

が 若 r一研究者 か ら の 発 表で あ り，基 礎 ・応用研 究 の 継続 的 な発展

を図 る に あた り心 強 い 限 りで あ る．内容 は 多士 済 々 で あ り，プ ラ

ズマ ・核融 合研 究 の 裾野 の 拡 が りと い う視 点 か らは 喜 ば しい こ と

で あ る．

　具 体的 に は，超音 速 イ オ ン流，超 ア ル ヴェン 速 プ ラ ズ マ 流 や イ

オ ン セ ン シテ ィ ブ プ ロ
ー

ブ，さ ら に は 磁 化 プ ラズ マ の 径電場 制 御

や 速度 シ ア に 関 す る 基 礎 プ ラ ズマ 研 究 が 着 実 に 進 め ら れ て い る．

また，核融合 プ ラ ズマ を意 識 して ，ダ イバ ー
タ模擬 実験 を狙 っ た

トロ イダ ル ダ イバ ー
タ プ ラ ズ マ 模擬 装 置で の 研 究，さ らに は直 線

型 高 密度 プ ラズ マ 源 や 大 気圧 マ イ ク ロ 波 ヘ リ ウ ム ・
ジ ェ ッ ト放 電

な どの 提 案 が あ っ た．また シ ートプ ラ ズ マ で の プ ラ ズ マ 流 速 と

ICR 加 熱や，衝 撃波管 に よ る CO2 ガ ス ダ イナ ミ ッ ク レ ーザ ーの 研

究 も進め ら れて い る．

　 プ ラ ズマ の 生 成や 応 用 と して は ，ホ ロ ーマ グ ネ トロ ン 高 周波 プ

ラ ズ マ ，多相交流 放電 プ ラ ズ マ ，大気圧 プ ラ ズ マ トーチ，小 型 擬 火

花放 電プ ラ ズ マ ジ ェ ッ トな どが 研 究 さ れ て い る．新 材料 の 創 成 を

め ざ して，カ
ー

ボ ン ナ ノチ ュ
ー

ブ や フ ラ
ーレ ン も進ん で い る よ う

で あ る．核融 合 中 性 子 の 利 用 とい う観点 で は小 型核融合 巾性 子 源

の 開 発 も進 め られ て い る．また半導 体分 野 へ の 応 用 をめ ざ し た極

端紫外 光源 開発 も着 実な進展 を して い る．

　学 術的 な分 野 で は，磁気 リ コ ネ ク シ ョ ン や 内部導 体 ト
ー

ラ ス の

研究 が進 め られ て い る．また イオ ン ビーム の WDM に 関す る 研 究

や レ ーザーで の 地球 ・惑 星研究 な ど も提 案 され て い る ．大 学の 研

究室 規模 で の プ ラ ズ マ 実験 と して ，若手研 究者が 様 々 な一［二夫 を し．

努 力 して い る の が 大 変 印 象 的 だ っ た．た だ し この 分野 か ら 若手 優

秀賞 は 選 ば れ な か っ た の が 残 念で あ る．　 　 　　 小 川 雄
一

（東 大）

4，10　理 論 ・シ ミ ュ レ ー
シ ョ ン

　本セ ッ シ ョ ン で は，輸送 3 件，MHD 　6件 ， ダ イバ ー
タ
・不純 物

2 件，加熱 ・電流駆 動 2件，材料 2 件．レ
ーザー

］件，数値解 法 1

件 と多 岐 に わ たる 発 表が 合 計 17件 あ り，熱 心 な討 論 が行 われ た．

粒 子 軌道幅 の 有限 性 を考慮 で きる 新
．
占典輸 送 コ

ー
ドを用 い て LHD

の 高 TT プ ラ ズ マ の シ ミ ュ レーシ ョ ン を 行い ，従 来の 理論 で 予測 さ

れ た 負電場 とは 逆 の 止 電場 が現 れ る 可 能性 が 示 され た，トカ マ ク

に お け る プ ラ ズ マ 回 転 と 径 電 場 を 考慮 で き る 1 次 元 輸 送 コ ードに

リ ッ プ ル モ デ ル を組 み 込 み，リ ッ プ ル に よ る 高 速 イ オ ン 損 失 が プ

ラ ズ マ を 中性 粒 子 ビ ーム 入 射 方 向 と 逆 に 回 転 させ 得 る こ と を 示 し

た．輸送 ・MHD 安定性 ・SOL 一
ダ イバ ータ ・中性粒 子 を考慮 した

統合 コ
ー

ドに よ り，ELM サ イク ル 機構 の 解明 が 進 め られ た．非 線

形 MHD コ ードに よ り，　 LHD で 短波長 モ ードが 長波 長モ ードの 成

長 に 影響 す る こ とが示 され た．ア ル フ ァ 粒 子 と ア ル ヴ ェ ン 固 有

モ ードの 共鳴相互作 用 を調べ られ る高 エ ネル ギー粒 子 一電 磁流 体

連 結 コ
ー

ドの ヘ リ カ ル プ ラ ズ マ へ の 拡張 等 の 最近 の 進展 に つ い て

報告 さ れ た．トロ イ ダル 回転 を考慮 で きる MHD 安定性解析 コ
ー

ド

が 開 発 さ れ，周辺 モ ードが 安 定化 され る こ と を示 した，抵抗 性 壁

モ ードに 関す る 発 表が 2 件 あ り，簡約 MHD 方程 式 を用 い て 帰 還 制

御 の シ ミ ュ レ ーシ ョ ン を 行 い 安 定化 に 必 要 な帰 還 ゲ イ ン 等 を示 す

一
方，エ ネ ル ギ ー汎 関数 法 を用 い た よ り詳細 な解 析 コ ードの 開 発

とベ ン チ マ ーク結果 が 示 さ れ た．トカマ ク に お ける タ ン グ ス テ ン

輸 送の 解析 の た め に モ ン テ カ ル ロ 輸送 コ
ー

ドと壁 の 損 耗
・
再 堆 積

728

コ
ー

ドを結合 した 結 果，従 来 考慮 で きな か っ た 壁 で の 反 射 に よ り

非接触 プ ラ ズマ で コ ア 領域 へ の 侵 人 量が 増加 す る こ と が 明 らか に

され た．ダ イバ
ー

タ で の 中性 粒子 に 対す る 流 体
・
粒 子モ デ ル を比

較 し，非接 触 プ ラ ズマ で は 分 r一を 考慮 した 粒
．
∫
・
的
．
f’i去が 重 要で あ

る こ と を示 した，統 合 コ
ー

ドを 用 い て ，ト カ マ ク に お け る ICRF

加熱 へ の 速度分 布関数 の 変形 効 果，球状 トカマ ク に お け る EC 波 の

波動伝搬 時の モ ー
ド変 換

・
波の 共鳴 を 示 した．ダ イ バ ーダ 板 の 損

耗 と熱 収 支の 両 方 を考慮 し た モ デ ル を 実．験 と比 較 し，シ
ース 電 場

とイ オ ン の 価数 の 影響 が 大 きい こ と を示 した．慣 性核融 合 に お い

て レ ーザービーム ポートをア ル フ ァ 粒子 か ら磁場 で 保 護で きる か

3次元ハ イブ リ ッ ドコ
ードで 調 べ ，衝 突エ ネル ギー負荷 を保護 し

な い 場合 の ユ0％ 以 下 に抑 え ら れ る こ と を 示 し た ．

　　 　 　　 　　 　 　　 　 　　 　 　　 　　 林　伸 彦 （原子力機構 〉

4．11　 関連 研究

　 本 関連 研 究 （K ） セ ッ シ ョ ン で は，ITER 用機 器の 研 究 開発成 果

を 中心 に 発 表が 行わ れ た．具体 的 に は，ITER に 向け た，ジ ャ イロ

トロ ン ，ダ イ バ ー
タ不 純物 モ ニ タ，上 部計 測ポ

ー
トプ ラ グ，ブ ラ ン

ケ ッ ト遠 隔 保守 シ ス テ ム ，マ イ ク ロ フ ィ ッ シ ョ ン チ ャ ン バ ー，ダ

イバ ー
タ，NBI 負 イ オ ン 加速 器，トリチ ウ ム 除 去系，トム ソ ン散 乱

計測装 置に 関する研 究 開発成 果で あ り，ITER の 建設 が 開始 さ れ た

熱気 を うけ，ポス タ
ー

の 前 で は多 くの 研究 者が 集 ま り，活 発 な議

論が 行 わ れ た．また ，ITER ，　 BA ，　 LHD ，レ ーザ ー核融合 に関 わ る

開発成果 お よ び 基礎 研究 成果 と して ，JT −60の 解 体検討，　LHD 超 音

速 ク ラ ス タ
ー

ビ
ー

ム ，大容 量 パ ル ス 負荷用 電源 シ ス テ ム ，IFMIF

用 小 型 高出 力密 度 ヒ ータ ー，3D −CAD 磁 力線 ・粒 子 軌道解析 シ ス

テ ム ，プ ラ ズ マ 照 射 金 属 材 料 表 面 変 化，磁 場 発 生 コ イ ル 用 窒 化 ア

ル ミナ 成 膜．微 生 物 に よ る リチ ウ ム 回 収 と リサ イ ク ル ，環 境 中 ト

リチ ウ ム 挙動 と水素循 環，とい う多様な研 究 開 発 成 果が 発 表 さ れ

た ．核融 合研 究の 持 つ ，裾 野 の 広 さ，波及 効 果の 広 さ を 端 的に示 す

もの で あ り，こ の 多様性 を保 ちつ つ
一層の 進展 が期待 され る，

　 本 セ ッ シ ョ ン の も う　つ の 特 徴 と して，核 融 合 ひ い て は 原子 力

研究 を進 め る体 制等 に 関す る，新 た な試み が発 表 され た こ とを挙

げ る こ とが で きる ．八 戸
．
1二大 に お け る 原 子力研 究，大学 に お け る

核融 合ア
ー

カ イ ブ ス 進 展，次 世 代エ ネ ル ギ
ー

で の 社会的受容性，

核 融 合 共 同 研 究 SNET ，バ ー
チ ャ ル ラ ボ ラ トリ

ー
遠 隔実験 シ ス テ

ム ，WEB を 利 用 した 遠 隔 実 験 ，に つ い て 発 表が あ っ た ．核融 合 研

究 は，上 記 の よ うに裾 野 の 広 い 巨 大 科学 で あ り，か つ エ ネル ギ
ー

を発 生 す る こ と をめ ざ した段 階 に 進 む こ とが 求め られ て い る．日

本の 英知 を結 集 し国際 協 力に 収 り組 むべ き課 題で あ り，こ の よ う

な新 しい 研 究体 制，ハ ードの み で は な く ソ フ ト面で の 新 た な 試み

が定 着 ・充実 する こ とが強 く期 待 され る．

　 　 　　 　　 　 　　 　 　　 　 　　 　　 　 山西 敏彦 （原子力機構 ）

4．12　 1TER ・BA

　 こ の セ ッ シ ョ ン で は ，ITER −BA プ ロ ジ ェ ク トに 関 わ る 研究成 果

と し て 22件の 報 告が あ っ た．そ の う ち，IFMIF ・EVEDA に 関す る

もの が 10件，炉 材料 や トリチ ウ ム に 関 す る もの が 7 件，サ テ ラ イ

ト トカ マ ク を含 め た 遠 隔操作 実験 に関す る も の が 5 件 で あ っ た，

　IFMIF −EVEDA に 関 し て は，杉 本 昌 義 氏 （原 子力 機 構）らが プ ロ

ジ ェ ク トの 総括 と して 全体の 活動内容や 計画 の 紹介を 行 っ た．神

藤勝啓氏 （同 ）ら は，IFMIF の プ ロ トタ イ プ加速 器 の 開発 計画 を紹

N 工工
一Eleotronio 　Library 　
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介 し た．久保 隆 司氏 （剛 らお よ び大 西世紀氏 （同） らは，そ れ ぞ

れ，加 速 器 系 に 関連 して，建 屋 の 設計状 況 お よ び 遮 蔽 評価 結果 に

つ い て 報 告 した．加速 器 室 の 壁 は 150cm の コ ン ク リートで ト分 で

あ る と さ れ た．ターゲ ッ ト系 に 関連 す る 3 件 の 報 告で は，まず，巾

村 博雄氏 （同 ） らが 開 発 の 現 状，井 田 瑞 穂氏 （同 ）らが 試 験 ル ー
プ

の 設 計，宮 卜
．
誠 氏 （同 ）らが 背面 壁 の 開発 状 況 を 報告 した．リ チ ウ

ム の 最 高流 速 は 201n ／s，流れ 厚 さ は 25　mm と さ れ た ．背 面壁外問

部の 熱応 力 を3ユ6L 鋼 の 許 容値以 下 にす る に は 厚 さ を 5mm 以 上 に

する 必要 が あ る と評価 された．テ ス トセ ル 系 に関 して は ，中村 和

辛氏 （同）らが 総 括的 に 設計課 題 に つ い て 検討 した，若井 栄
・
氏 ら

は，テ ス トセ ル系 に おけ る 3 つ の 開発テ
ー

マ に つ い て，現 状と今

後 の 晨 開に つ い て 述べ た．菊 池孝 行氏 ら は，照 射 後試験 施 設の 詳

細 設 計に 関 して現 状 を報告 し た．

　ITER −BA に お け る IFERC 活 動 に 関 し て は ，まず．荒木 政 則氏

（同）らが IFERC 事業全 体 の 概 要 を紹介 した．1 ）原型炉 設計 ・工

学 R ＆ D 調整 活動，2 ）計 算機 シ ミ ュ レ ーシ ョ ン セ ン タ ー，3 ）ITER

遠 隔 実験 セ ン タ ーの 3 つ の 活 動 の 実 施 計画 や 体 制 に つ い て 述 べ

た．西 谷健 夫 氏 （同 ）ら は，原 型 炉 ⊥ 学 R ＆D の 全 体 計 画 と して ，ブ

ラ ン ケ ッ ト材 料お よ び トリチ ウ ム 1：学 に 関 す る技術 開発 計 画 につ

い て 述べ た．谷川 博康氏 ら は，ブ ラ ン ケ ッ ト構 造材 料 と なる低放

射 化 フ ェ ラ イ ト鋼 の 開 発 の現 状 に つ い て述 べ ，5t 溶解 した 鋼 材 の

2次精練 （ESR ）と鍛造 に よ り，健全 な ス ラ ブの 製造に 成功 し た と

報 告 し た．野沢貴 史氏 （同）らは，炭化珪 素複合 材料の 破損 基準策

定に 向 け た破 壊 抵 抗 評 価 を実 施 し，脆 性 材 料 の 破 損 基 準 は 応 力 評

価 に 基づ い た もの が 妥 当で あ る と結 論 した ．tlI西 敏 彦氏 q百D ら は ，

トリチ ウ ム （T ）⊥ 学研 究 の 展 開 に つ い て ，多 目的 RI 施設 の 設計内

容 を 紹 介 した．T 取 扱 量 は 3．7　TBq ，’口，T 貯 蔵 量 は 7．4　TBq と し た．

星野 毅氏 （同 ）ら は，各種 Liセ ラ ミッ ク ス の 溶 解 お よび 回 収 プ ロ セ

ス の 開発研究 成果 を報告 した．奥村義一氏 らは，BA 活動拠 点 と な

る 青森県六 ケ 所村 の 整 備状況 を報告 した．整備 は 2008 （平成20）年

5 月に 開始 し，2010 （平成22）年 3 月に 終了 予定で あ る，

　石 田真
・
氏 （同）は，BA 活動 におい て 卞 計画 とな っ て い るサ テ

ラ イ トトカ マ ク の JT−60SA の 設 計 につ い て，年 末の 完成 をめ ざ し

た活 動の 現状 を報告 した．飛 田健次 氏 （同）らは ，原型 炉設 計活 動

の 現状 報 告を 行 っ た．小 関隆 久氏 （同） らは，1TER へ の 遠 隔実験

参加 の 基 盤 と して ，JT −60U に お け る 高 度 ネ ッ トワ
ー

ク セ キ ュ リ

テ ィ を持つ 遠 隔実験 シ ス テ ム の 開発 を 実 施 し，ドイツ の IPP との

実 証試験 結 果 につ い て 報 告 した．末岡 通 治氏 （同） ら は，ITER −

BA 遠 隔 実 験 に 向 け た 実 時 間 映 像 デ
ー

タ配 信 技 術 の 現 状 を報 告 し

た．bll島康平 氏 （同 ）らは ，核 融合分 野 で の 実験施設 や 計算機 資源

を有 効活用す る た め の グ リ ッ ド通信 基盤 と して ，原 子力 グ リ ッ ド

基 盤 を 構築 し，JT−60に 適 用 し た例 を 紹 介 した．

　以 上，ITER −BA 活動 に 関 す る 多 くの 報 告が あ り，こ の 活動 が 川ft

調 に 実 施 され つ つ あ る こ とが 伺 え ら れ た ．し か し，こ の 活動 は 緒

に就 い た ば か りで あ り，今後 い ろ い ろ な形 で 難 題が 表面化 す る こ

と も予 想 され る ．DEMO 炉 開発 に 向けた 研 究者，と りわ け DEMO

炉 世代 と呼ば れ る 若手研 究 者の 今後 の 踏 ん 張 りが 期 待 さ れ，そ れ

を物 心 両 面 で 支 え る体 制 の 充 足 が 望 ま れ る．　 　 木村 晃彦 （京大 ）

5 ．テク ニ カ ル ツ ア
ー

　六 ヶ 所村 へ の テ ク ニ カ ツ ア
ーの 参加者 数 は 128名．バ ス 3 台 に分

乗 して ，6 月20日午 前11時 半 に 青森駅 前 を出発 し た，そ れ ぞ れ の

バ ス に 同乗 し た，原 f一力 機構 の 奥村，大 平，杉本 か ら，青森県の 観

光案内を 交え た 説 明 を 聞 きなが ら，完 成 間 近 の 下 北 縦 貫 道路 を

通 っ て ，午後 1 時過 ぎに 六 ヶ 所村 の 文化 交流 プ ラ ザ 「ス ワ ニ
ー

」に

到 着 した．

　 昼 食 の 後，ま ず，幅広 い ア プ ロ
ー

チ （BA ） 活 動 の 本 拠 地 と な る

六 ヶ 所 BA サ イ トを見学 した．同 サ イ トで は既 に 今 春 か ら建 屋 群 の

建設工 事 が始 ま っ て お り，来年 3 月の 竣 1：を め ざ し て管 理 研 究 棟

の 杭 打 ち作 業が 行わ れ て い る ．国際核 融 合材料照 射施設 （IFMIF ）

の 原型 加 速器棟，ス パ コ ン や ITER 遠 隔実験 施設 が 設置 され る 計算

機遠隔実験 棟，原型炉 へ の 研 究開発 を行 う R＆D 棟 な ど，見 学デ ッ

キ ltに展示 された ミニ チ ュ ア 模 型 を見 なが ら，2 年後 の 完成 した

姿 を想像 した．

　午後 3 時に は，日木原燃株式 会社の PR 館 を訪れ，女性係 員の 案

内で 再処 理 の プ ロ セ ス や 放 射性廃棄物の 貯蔵 の し くみ 等 の 説 明 を

受 け た 後，バ ス で 日本 原 燃 の 敷 地 内 を 巡回 して ，再処理 工 場，低 レ

ベ ル 廃 棄 物 処 理 セ ン タ ー，ウ ラ ン濃 縮 工 場 な ど を 見 学 した．残 念

なが ら，各 工 場 の 中に 立 ち入 る こ と は で きな か っ た が．凵本 の 原

f’力 事業 の 核 と な る 施 設 群 の 規 模 の 大 きさ は 実感で きた．

　天 候 に恵 ま れ，途 中，自 然 豊 か な 青 森 の 山 々 や む つ 湾 の 景色 を

楽 しみ なが らの バ ス ツ ア
ーとな っ た こ とは 幸い で あ っ た．青 森 市

か ら 遠い の で は ない か と心 配 した が ，BA サ イ トの 西 4km の 場 所

に は 下北縦貫 道路の イ ン タ ーチ ェ ン ジが 建 設 中で あ り，そ れ が で

きれば さ らに ア ク セ ス が 良 くな る とい う声 もあ っ て，参加 者 は 六

ヶ 所 を よ り身近 に感 じた よ うで あ る．　　 奥村 義和 （原 子 JJ機構）

6 ．優秀発表賞

　本 講演 会で は ，ポ ス タ ー発 表 者の 中か ら，専 門 家 の 厳正 な 審 査

を経 て 特 に 優 秀 と認 め ら れ た 9 名の 方 々 に 優 秀 発 表 賞が 贈 ら れ

た．以 下 に 氏 名 （所属） を記 載 し，その 栄誉 を称 える．（発表 カ テ

ゴ リーノ頂　　（敬 称 略 ））

　井戸 　毅 （核融 合 研 ），柏 木美恵 1 （原子力機構 ），徳沢 季彦 （核

融合研 ），岡 田耕 ・（東北 大 ），名 倉　勝 （東 京大 ），石川寛匡 （静

岡大 ），渡 辺 淑 之 （京 都 大），萩 原 寛 之 （原子 力 機構 ），星 野 　毅

（原 予力機構 ）．
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